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中国人学習者におけるモダリティ習得遅れの原因について
－－「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」を中心に－－
余 佳
１．はじめに
モダリティは日常生活の中で日本人母語話者によく使われているといえる。日本人が母語話者コ
ミュニケーションをしたり、思考活動を展開したりする際、分からないことについて推測したり、断
定的に主張したり、ものをたずねたりするというような種類の述べ方で文を作っている。その中に
「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」のような状況把握の形式がある。断言を避け口調を和
らげる働きがある。モダリティを使わず文を言うと聞き手に違和感を感じさせることがある。した
がって、日本語学習者にとって、日本人とコミュニケーションをとるにはモダリティの習得は不可欠
である。しかし、日本語の中で、モダリティの習得は非常に難しいと言われている。学習者が正確に
それらの用法を身につけ日常で使いこなすことは困難である。筆者は大学時代から日本語を専攻とし
て学び、モダリティの難しさを実感してきた。その種類は様々で、類似した項目も多くある。いざ使
おうとすると間違ったり戸惑ったりすることが多い。特にモダリティの中で「ようだ、らしい、みた
いだ、（し）そうだ」この 4 つの使いわけが難しく感じた。中国人学習者におけるモダリティの習得
状況に関して、疑問をいくつも抱えてきた。本稿では、中国人学習者におけるモダリティの習得状況
に関して、先行研究を通して見ていく。さらに、中国人学習者が「ようだ、らしい、みたいだ、（し）
そうだ」という推定表現の習得が遅れている原因を探る。
２．先行研究
まず、日本語のモダリティとは何かを確認しておこう。日本語の文は、命題とモダリティという二
つの意味的な側面から成り立っている。命題はその文が伝える事柄的な内容を、モダリティは文の述
べ方を、それぞれ担うものである。仁田（1991）によるとモダリティには四つのタイプがあり、本稿
で対象とする「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」は認識モダリティの「観察・推定」に分
類されている。
また、中国人学習者のモダリティ習得に関する研究は佐々木・川口（1994）、大島（1993）がある。
佐々木・川口（1994）では、日本語母語話者と中上級日本語学習者の作文の文末をモダリティの観点
から分析している。その結果、中国人学習者を含む留学生については、モダリティを使用しない文は
多く、真偽判断のモダリティの使用率が小さい。推量表現の使用に関しては、日本人との相関が見ら
れるが、大学生と比較すると、「と思う」がかなり多く使われており、中 2・3 程度の使用率となって
いる。大島（1993）では、アンケートを通じて、推定表現「だろう」、「かもしれない」、「ようだ」、
「みたいだ」、「らしい」の習得を、母語別・学習段階別に分析し、モダリティ習得の状況を考察した。
その結果、中国人学習者の選択は、学習段階に関係なく日本人の選択とはかなり遠く、学習段階が進
んでも日本人の選択に近づくという傾向が弱かった。日本人が推量の形式「ようだ、みたいだ、らし
い」を選択した例文に、中国人学習者は「確言」を選択する場合が多く、日本人ほど推量の形式を用
いない傾向があることがわかった。また、婉曲的用法の「ようだ／みたいだ」の使用に関しては、中
国人学習者は婉曲表現への許容度が低いこともわかった。
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まとめてみると、中国人学習者のモダリティ習得は、まだ不十分であり、とりわけ、推定表現「よ
うだ」、「みたいだ」、「らしい」、「（し）そうだ」の違いはまだ十分理解していない可能性がある。
ところで、中国人学習者はモダリティ習得が遅れている原因はどこにあるだろうか。皮（2002）、
大島（1993）では、教授法の研究と改善が中国の大学における日本語教育に対する緊急課題だと指摘
し、構造シラバスによる授業は問題点だと言っている。
中国の日本語教育現場では、ネイティブ・スピーカーと接触できるような日本語の環境と言う要素
が欠けているため、学習者が学習する時に、教科書に手がかりを求めることが多い。このような状況
において、教科書が学習者の学習手段として果たしている役割は大きいと言える。黄（2003）は、中
国人学習者にとって、「ようだ、らしい、みたいだ」のような類似表現の意味や用法を正確に習得す
ることは困難である。それにもかかわらず、現状として、日本語教科書では類似表現に関わる文法項
目があまり整理されていないため、学習者にとって、類似表現を間違える 1 つの原因となっていると
述べている。
３．「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」と中国語の推定表現「好像」の比較
（1）第二言語習得の視点から
第二言語学習において、過去の学習経験である第一言語が転移するものとしている。転移には二種
類あり、第一言語の習慣をそのまま第二言語に持ち込める場合は正の転移と、第一言語の習慣が第二
言語にもたらされた場合は、負の転移という（Lado, R, 1957）。中国人学習者が作文や会話の中で「確
言」が多い傾向があると言うことは負の転移だといえる。また、「ようだ、らしい、みたいだ、（し）
そうだ」は同じ推定を表しているものの、それぞれの意味合いが違う。それに対して、中国語の「好
像」は「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」の推量の意味を表すことができるが、各々特有
の意味合いを表すことができない。例を見てみよう。
1）（道が渋滞している）事故があったようだ。（前面好像 生 了。）
2）（ラジオの交通チャンネルで事故発生のニュースを放送した）先に事故があったらしい。
（前面 生 了。）
1）と 2）の例を見てみると、日本語には、括弧の中の状況によって「事故があったようだ」と「事
故があったらしい」のように使い分けがある。つまり、「道が渋滞している」という状況を見て、話
し手自身の主観的な判断で推測する時は 1）のようである。「ラジオの放送」のような客観性の高い
根拠によって判断する時 2）のように「らしい」を使う。しかし、中国語には 1）の場合は推量の
「好像」で表すが、2）のように客観性の高い根拠による推測は「好像」を使わない。ラジオの放送
内容を自分自身が体験したような情報に捉えるからである。そこで、中国語を日本語に訳す時は 2）
の場合は「事故があったよ」のような不適切な文が多い。このように第二言語において、母語にない
ものが幾つに分かれるのは、対照分析による学習難易階層【図 1】によって最も難しいことになる
（Stockwell, Bowen & Martin, 1965）。それは学習者の学習に影響している。中国人学習者において
推量表現の習得が遅れている一つの原因であろう。
（1）分裂 （4）融合（2）新規 （3）欠如 （5）一致
図 1 対象分析による学習難易階層（Stockwell, Bowen & Martin, 1965）
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（2）中国語の「好像」を中心に
この節では、「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」に対応する中国語訳「好像」」を中心に
論じ、中国語と日本語の違いを見ていきたい。『中日・日中辞典』で「ようだ、らしい、みたいだ、
（し）そうだ」に対応する中国語を「好像」「似乎」「仿佛」と訳している。以下、『中日・日中辞典』
中の例文を抜粋してきた。
3）どこかで聞いたようだ。（仿佛在什 地方听 。）
4）一度会ったことがあるようだ。（似乎 一次。）
5）彼は彼女が好きらしい。（他好像喜 。）
6）これは彼のものらしい。（ 像是他的 西。）
7）かぜをひいたみたいだ。（好像感冒了。）
8）あの人とても困っているみたいだ。（那个人像是很 。）
9）先生はとても元気そうでした。（老 好像很健康的 子。）
10）これがよさそうだ。（ 个好像挺好似的。）
3）から 10）までの例文を見れば、「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」に対応する中国語
訳は「好像、像、似乎、仿佛」のようなものがある。しかし、それぞれ一対一の関係ではないのであ
る。『中日・日中辞典』の記述によれば、「好像」と「仿佛」とはどちらも不確かな感覚や判断を表す
ことも、比喩を表すこともできるが、「似乎」は前者のみで、たとえを表すことができない。また、
「好像」は書き言葉と話し言葉の両方に用いられるに対して、「似乎」と「仿佛」は書き言葉に用い
られ、やや硬い言い方だという。つまり、「好像、似乎、仿佛」3 つの違いが、ただ比喩を表すこと
ができるかどうか、話し言葉と書き言葉の違いだけだといえる。しかし、日本語の「ようだ」と「ら
しい」の違いは前節に述べたように「ようだ」は主観的な推量に対して、「らしい」は客観的な推量
である。このような違いは中国語の「好像、似乎、仿佛」に、この意味合いを含んでいない。この 3
つの表現が同じ意味として考えて良い。
また、9）と 10）「（し）そうだ」の例文の中国語訳は、「好像」以外に、「看上去」という訳もある。
つまり 9）「老 看上去很健康的 子」と 10）「 个看上去挺好似的」になる。『中日・日中辞典』で
は、「（し）そうだ」は「外から見て判断した推量」というふうに解釈されている。その解釈に当ては
まる中国語は「看上去」である。むしろ、「好像」より、「看上去」のほうがよく使われていると言っ
てよい。その以外に、「（し）そうだ」は「（好像）…要」、「看上去…要」、「差点」のように訳される
場合も多いのである。次の例文を詳しくて見てみよう。
11）この調子では今日は聴衆が三千人を越えそうだ。（看上去今天听 要超 三千人。）
12）このぶんなら新しいのを買う必要はなさそうだ。（若是 ，好像就用不着 新的。）
13）雨が降りそうだ。（「好像」就要下雨了。）
14）花が今にも咲きそうだ。（花「好像」将要 了。）
15）グラスが床に落ちそうだった。（玻璃杯差点掉在地上。）
11）から 15）の例文は、同じ「（し）そうだ」を使用されているが、中国語に訳すとそれぞれ違う
言葉が用いられている。まとめてみると、中国語は三種類に分けて訳している。一つは 11）、12）の
ように根拠・理論に基づいた推量の「看 子…要」、「好像」と、もう一つは 13）、14）のように動作・
作用の実現の可能性が高いの「（好像）就要…」である。また、15）のように「（し）そうだ」の過去
形で終わる文の場合、中国語で「差点…」と訳す。中国語訳をみると、「（し）そうだ」を「好像」だ
けで意味を表せない場合もあるし、「好像」がなくても意味を表す場合もある。つまり、「（し）そう
だ」に関して、中国語訳は決して「好像」と一致するものではない。
以上のような日本語と中国語に存在する意味合いのずれが、日本語教育現場で問題が起きる。教育
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現場で、このような違いを明確に学習者に伝えなければならないと思う。
４．教材分析－－『新編日語』における問題
中国人学習者のモダリティ習得が遅れているもう一つの原因は教材や教授法に存在していると考え
られる。「日本語能力試験 1 級」を合格することが義務付けられている。また、2002 年から、中国国
家教育部が実施し始めた「四級」、「八級」試験に合格するか、評価する。このような日本語教育政策
により中国大学の授業は殆どテスト適応式になっている。日本語能力試験 1 級の構成及び級別認定基
準と大学日本語専攻八級試験要綱製作組編（2002）によると、日本語能力試験 1 級、四級統一試験と
八級統一試験の中で、聴力以外の文字、語彙、文法、読解、作文、翻訳部分はそれぞれ、試験内容全
体の 75％ から 85％ を占めている。口頭試験は、どれも実施していない。試験で高く要求されるのは
文法力であることが言える。そのため、教師の指導方法に多く影響し、教師が授業をする際に、試験
を応じるためにドリルや例文を繰り返し練習する授業になっている。黄（2003）では、日本語教材を
分析し教科書の問題点を指摘している。そこで、筆者は黄の分析結果を踏まえて、中国の大学で使用
されている日本語精読教科書『新編日語』を注目した。その中の推量表現「ようだ、らしい、みたい
だ、（し）そうだ」に関する文法項目部分を抜粋し、『新編日語』に存在する問題点を分析する。
（1）文法表記
『新編日語』に一つ目立つ問題点は文法項目の表示である。推量の「（し）そうだ」と伝聞を表す
「そうだ」は教材の中で、【図 2】と【図 3】で提示したように、同じく「そうだ」というように表示
されている。『様態助動詞「そうだ」』と『伝聞助動詞「そうだ」』にように修飾語をつけて区別して
いる。学習者にとって新しい文法点を学習するときに、初めて目にするのはその文法点の表示である。
学習者が表示の違いからその用法の違いに意識するようになると考える。【図 2】と【図 3】のように
伝聞の「そうだ」と推量の「そうだ」を両方「そうだ」で表示すると、学習者がいざ使うときになる
と混乱するであろう。
図 2 『新編日語』第一冊 p344－346
図 3 『新編日語』第二冊 p60
様態助動詞「そうだ」
できた牛どんはとてもおいしそうでした。
もうすぐできあがりそうですね。
伝聞助動詞「そうだ」
流感で休校になった学校もあるそうだ。
天気予報によると、明日も雨だそうだ。
また、「そうだ」のほかに、「ようだ」と「みたいだ」の表示方法にも問題があるのではないだろう
か。『新編日語』で、「ようだ」は【図 4】のように『比況助動詞「ようだ」婉曲の断定を表す』と表
示している。「みたいだ」は【図 5】のように『比況助動詞「みたいだ」』と表示している。「ようだ」
は「比況」「推量」「婉曲」3 つの用法があり、「みたいだ」は「ようだ」の口語表現で、「比況」「推
量」の用法がある（仁田、1991）。『新編日語』では、「ようだ」3 つの用法を一つの文で表そうとし
ている。しかも、『比況助動詞「ようだ」婉曲の断定を表す』という記述は不親切である。「婉曲の断
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定」というのは「婉曲」を指しているのか、「断定」を指しているのか学習者にとって分りにくい。
「みたいだ」のほうは「比況助動詞」で表示され、「比況」の用法を学習者に強く印象づけ、「推量」
の用法が薄れているように思われる。
図 4 『新編日語』第二冊 p13
図 5 『新編日語』第二冊 p251
比況助動詞「みたいだ」
李さんにとっては、かえってそのほうが刺激になって
いいみたいです。
比況助動詞「ようだ」婉曲の断定を表す
学部では明日会議があるようです。
この部屋は山崎さんの部屋のようです。
（2）例文
『新編日語』にあるもう一つの問題は、違う用法の例文が混在することと、文脈が欠けていること
である。各文法項目を具体的に見てみよう。「ようだ」と「らしい」の例文は、【図 6】と【図 7】の
通りである。「ようだ」の用法は「比況」「推量」「婉曲」3 つあるため、例文が一緒に書かれると学
習者からみれば、すべて同じ用法の例文にしか見えない。さらに、中国語の訳は全部「好像」で表し
ているため、「ようだ」の 3 つの用法が区別できなくなると思われる。また、「らしい」は主に「推
量」「伝聞」2 つの用法がある。上の例文を見てみると、最後の例文「李さんに聞きましたが、この
映画は面白くないらしいです」は「推量」ではなくて「伝聞」を表している。ここも例文が混在して
いるといえる。
また、「（し）そうだ」の例文は、【図 8】の通りである。「降りそう」は空の様子を見て、「雨が降
る」という出来事を予想する用法である。「行きそう」「終わりそう」も同じである。一方、「おいし
そう」「げんきそう」は「赤いりんご」と「陳さん」を見て、それらの状態を予測する用法である。
つまり、外への表れを通して、物の特性状態を捉える用法と出来事を予想させる様相を表す用法が混
在している。
向こうから歩いてくるのは李さんのようですね。
前の方でなにか事故があったようですね。
このお菓子はおいしいようですから、買って帰りましょう。
この辺は静かなようですね。
図 6 『新編日語』第二冊 p13
これはどうも李さんが書いた文章らしいです。
この辺は夜は静からしいです。
方さんは急いでいるらしかったので、わたしはかれに何も言いませんでした。
李さんに聞きましたが、この映画は面白くないらしいです。
図 7 『新編日語』第二冊 p63－64
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雨が降りそうです。
このりんごは赤くておいしそうです。
陳さん、元気そうですね。
子供たちはたのしそうに遊んでいます。
いまにも降りそうな天気です。
牛丼の作り方は難しくなさそうです。
彼女はあまり元気がなさそうですね。
彼は行きそうもありません。
公演はすぐ終わりそうではありません。
図 8 『新編日語』第一冊 p344－346
（3）説明内容
『新編日本語』では、「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」についての文法説明は曖昧な部
分がある。順番に見てみよ。
「ようだ」についての説明も分かりにくい。【図 4】のように最初の『比況助動詞「ようだ」、婉曲
の断定を表す』という表現が学習者に混乱を招く恐れがある。また、「このお菓子はおいしいようで
すから、買って帰りましょう。」という例文が不自然に感じる。「このお菓子はおいしそうなので、
買って帰りましょう。」または「このお菓子はおいしいらしいので、買って帰りましょう。」のほうが
もっと自然に聞こえる。
「らしい」の説明には「婉曲の断定」というように書かれているが、中国語の「婉曲の断定」は「推
量」の意味を表していると考えて良い。しかし、「婉曲の断定」と書いたら、「ようだ」の「婉曲」の
用法と勘違いしかねない。また、「方さんは急いでいるらしかったので、わたしはかれに何も言いま
せんでした。」という例文は、従属文と主文の主語が不一致で日本人母語話者に違和感を与える。
「ようだ」、「らしい」、「みたいだ」、「（し）そうだ」といった表現は文脈に依存性の高い表現であ
ると言われている（黄、2003）。以上の問題点は根本的にモダリティの文脈性を考えていないと言える。
「（し）そうだ」の説明内容に、「状況、様子、形跡、傾向」というような抽象的な表現が使われて
いる。それは学習者にとって、抽象的すぎて、どのような場合に使うかが理解できない。
もう一つ共通の問題点は、文脈・場面の提供が不足している所である。どのような場面やコンテク
ストでどの表現を使うかという説明がないのである。
（4）提示順序
「ようだ」、「らしい」、「みたいだ」、「（し）そうだ」4 つの項目について、全部触れているが、出
現の順序において、整理する必要がある。「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」は類似表現と
いってよい。同じ用法を持っているこの 4 つの項目の出現順序は合理的でないと、学習者にとって、
混乱しやすいと思われる。『新編日語』では、「ようだ」が第二冊 p13、「らしい」が第二冊 p63－64 と
p251、「みたいだ」が第二冊 p251 に取り上げられている。それぞれの用法が別々に書かれていて、
互いのつながりが全く言及していない。
以上『新編日語』における「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」の問題点を見てきた。ま
とめてみると、次の五点が取り上げられる。
1）文法項目の表示が不適切であること。
2）例文が混在して、文脈・場面性に欠けていること。
3）説明パターンが単一であること。
4）説明内容が間違ったり、曖昧であったりするところがあること。
5）提示順序がばらばらになっていること。
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文法項目の表記は、2 つ以上の用法を持つ文法点において、表示はシンプルで、説明は具体的にす
ることを薦める。例文が混在している点については、違う用法を箇条書きにし、そして、各用法に対
応する例文を明確にあげている。文脈・場面性に欠けている点について、推量表現の具体例をあげる
時に、短文ではなく文脈・コンテクストのある会話や文章を提示し、その文脈における話し手の発話
意図に気付かせ、各用法の典型的な人間関係や使用場面を学習者に認識させることが大切である。提
示順序において、「ようだ」と「みたいだ」の用法が似ていて、同じところに取り上げるとか、「よう
だ」と「らしい」は似たような使い方を持っているが、違ったニュアンスがあるため、「らしい」を
説明する時に「ようだ」との違いも言及したほうがいいと考えている。
６．終わりに
本稿で、モダリティ習得にあたって、教材と指導法に問題点を見てきた。教師側としては、以上の
問題点を考慮し、有効な教室活動や指導法を取り入れなければならない。また、モダリティの習得は、
教師から教えるだけでは足りないと考えられる。学習者自身自ら、モダリティの定義、用法から、具
体的にどのような場面、コンテクストで使用するか、理解し気付いてもらう必要がある。これらの問
題点はこれからの中国大学の日本語教育で改善していくべきだと考えている。今後、筆者は以上のよ
うな問題点を考慮した教材を作り、実践授業を通して詳しく検証していく。
【キーワード】モダリティ、推定表現、中国人日本語学習者、教材
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付 記
本論は筆者の平成 19 年修士論文「中国人学習者におけるモダリティ習得を高める教室活動に関す
る一考察 －－ グループワークを用いた実践授業を通して －－」（未公開）の前半部分に加筆、修正し
たものである。
Why Do Chinese Learners of Japanese as a Foreign Language
Have Difficulty in Acquiring Modality?
― Focusing on「ようだ、らしい、みたいだ、（し）そうだ」―
Jia YU
This paper investigates why Chinese learners of Japanese as a foreign language generally find it
difficult to acquire the use of modality in their target language. The result of the study shows that
one of the reasons for their difficulty arises from Japanese language materials they are taught with. I
have analyzed the Japanese textbook with the title XinBianRiYu , which is used in Chinese universities,
and propose a way to solve the problem.
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